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7 消防、救急 

（１）関連グラフなど 

 

【問２】暮らしの満足度・重要度 

満足度をヨコ軸、 

重要度をタテ軸にした場合の 

位置づけです。 
 

【問３】特に重要なもの 

問２と同じ 37項目の中から、 

特に重要と思う項目を 

５つ選んでもらった位置づけです。 
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1.自然環境の保護

2.環境問題への取組

3.景観の保全、向上

4.防災

5.消防・救急

6.交通安全

7.犯罪防止、消費者保護

8.ごみ収集、リサイクル

9.道路や歩道

10.除排雪

11.公園、緑地

12.住宅、宅地

13.水道、水質

14.下水道

15.公共交通

16.子育て支援（保育園）

17.健康づくりや病気予防

18.医療環境

19.国保病院

20.高齢者福祉

21.障がい者(児)福祉

22.地域福祉

23.教室や講座など

24.幼稚園､小中高校

25.芸術文化

26.スポーツ

27.青少年育成

28.農業

29.林業

30.商工業

31.観光

32.特産品の開発、販売

33.企業誘致や起業支援

34.地域の活動､行事

35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会

37.役場の窓口、サービス

【問３】特に重要と思うもの（５つまで選択/町民813人）
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（２）現計画の検証 

 

施策 主な取り組み 進捗状況 問題・課題 今後の見通し、方向性 

常備消防
体制の充
実 

消防車両の更新
整備 

計画通り進行中であり、
H26年度高所作業車の整
備については、平成 27
年２月に納期予定。 

消防車両等を整備す
るにあたり、補助要
望・有利な起債活用
等の財源確保。 

災害活動では必要不
可欠であり、整備計
画により更新を図り
たい。 

災害活動用職員
貸与品の更新 

H22・23年度防火衣更新
済。 

他の災害活動用貸与
品についても、経年
劣化等により逐次更
新必要がある。 

各種災害の貸与品
は、身体保護・事故
防止に必要なもので
あり、整備計画によ
り更新を図りたい。 

消防無線のデジ
タル化（広域
化・共同化）へ
の移行 

Ｈ25.4.1 からデジタル
無線の運用を開始し、デ
ータ伝送による迅速確実
な災害情報の伝達及び災
害弱者などの支援情報伝
達が向上し、通信の秘匿
性が強化された。 

通信指令施設と合せ
デジタル無線施設・
設備の更新等維持管
理経費の確保。 

更新・整備計画によ
り、維持管理を図る。 

火災予防
活動の推
進 

住宅用火災警報
器の設置促進 

広報誌、防火教室・イベ
ント等において住民ＰＲ
実施。設置率が向上して
いる。（平成 23 年３月
57.7％⇒平成 26 年３月
78.9％） 

未だ未設置世帯に対
しての、より効果的
な普及啓発が課題で
ある。 

全戸設置を目標にＰ
Ｒ活動の継続。制度
開始から８年を経過
し、電池切れへの対
応等適切な維持管理
広報への転換。 

消防関係団体と
の連携による啓
発活動の充実 

火災予防運動等諸行事に
おける啓蒙活動、消防弱
者宅への防火訪問等を計
画通り実施している。 

特になし 近年、火災発生が減
少傾向にある。外郭
団体との啓蒙活動が
大きいことから今後
も連携を図る。 

消防団・そ
の他の組
織の充実 

自主防災組織については、「6.防災」に記載 

消防団員の確
保、育成 

団員数は現在102名で定
員数には８名足りない
が、団員が働いている職
場からの入団者を重点に
呼びかけ実施している。 

不足８名の内４名は
女性であり、女性団
員の確保が課題であ
る。 

団員が務めている会
社を重点的に団員募
集をしていきたい。
女性団員の確保につ
いては自治会婦人部
等又は広報紙に掲載
依頼し募集したい。 

救急体制
の強化 

救急救命士の養
成（増員） 

平成 23年度で事業完了   

救急車両・資機
材の更新整備 

H25年度防衛補助事業に
よる高規格救急自動車・
救急資機材の更新整備済
み。 

高規格救急自動車・
救急資機材を整備す
るにあたり、補助要
望の結果により更新
時期が延伸される可
能性が高い。 

2B 型救急自動車を
高規格救急自動車に
更新整備する。H27
年度に防衛補助事業
の補助要望し、H28
年度に事業実施予
定。 

救命に関
する技術
や知識の
普及 

普通救急講習お
よびＡＥＤ※講
習会の推進 

後期の講習会で年間平均
約 400 名の講習を実施
( 普 及 目 標 ～ 人 口 の
35％、約 7,000 人)。現
在、受講者数6,824人（再
講習を除く） 

特になし 救命入門コースや分
割講習、ＷＥＢ講習
の活用により更に受
講しやすい環境を築
き継続普及に努め
る。 
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※ＡＥＤ：自動体外式除細動器。心臓が突然停止した際に電気ショックを与え、心臓の働きを戻すことを試みる医療機
器。平成 16年から一般の人も使用することが認められた。 

 

 

（３）意見、提案 

 

：小学生 ：中高生 ：育児ママ ：自衛隊 ：高齢者 ●：町民 ○：職員 

 

 救急車は有料にした方がいい（タクシーの基本料金以上）。病院代と一緒に支払う。（女性・

40代） 

○ 消防庁舎の建て替え。現在の庁舎では大規模災害が起こった際に、現場指揮や災害対応す
る能力がなく、逆に被災し現場対応をすることが出来ないことで、対応の遅延により町民

の不安が煽られると思われる。 

 

  


